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ＰＭＣ－３５４ＡＴ                                              　　　　 　　　　　　　　　 1-4. ボード上の設定

　　◆Ｐ２（Ｘ軸用）

　　　Ｐ３（Ｙ軸用）

　　　Ｐ４（Ｚ軸用）

　　　Ｐ５（Ｕ軸用）：　各軸センサ（制御スイッチ）入力極性選択ジャンパ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　□ジャンパ無：Ａ接点（アクティブＯＮ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　□ジャンパ有：Ｂ接点（アクティブＯＦＦ）

　　　１　○　○　８　－－－－－－　±ＥＬＳ極性選択（出荷時：接続＝Ｂ接点）

　　　　　○　○　　　－－－－－－　　ＤＬＳ 〃  〃 （  〃     〃     〃　）

　　　　　○　○　　　－－－－－－　　ＯＬＳ 〃  〃 （  〃     〃     〃　）

　　　４　○　○　５　－－－－－－　　ＯＲＧ 〃  〃 （  〃     〃     〃　）

　　◆Ｐ７：　（ロータリーエンコーダの）Ｚ相信号入力形式を選択するジャンパ。

　　　　　　　　ロータリーエンコーダを使用しない場合は無視される。【５－１項．参照】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　□２～３接続：差動入力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　□１～２接続：対オープンコレクタ入力

　　　　　１　２　３

　　　　　○　○　○　Ｘ　－－－－－　Ｘ軸用（出荷時：差動入力）

　　　　　○　○　○　Ｙ　－－－－－　Ｙ軸用（  〃  ：   〃　 ）

　　　　　○　○　○　Ｚ　－－－－－　Ｚ軸用（  〃  ：   〃　 ）

　　　　　○　○　○　Ｕ　－－－－－　Ｕ軸用（  〃  ：   〃　 ）

　　◆Ｐ６：　　対拡張コネクタ接続ジャンパ。

　　　　　　　　なお、拡張コネクタ（Ｊ２）は実装されておらず、使用についても

　　　　　　　サポートされてないので出荷時設定のままとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　□１～２接続：ＯＲＧ信号をＪ１側から入力。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　□２～３接続：ＯＲＧ信号をＪ２側から入力。

　　　　　○　○　○　Ｘ　－－－－－　Ｘ軸用（出荷時：Ｊ１側から入力）

　　　　　○　○　○　Ｙ　－－－－－　Ｙ軸用（  〃  ： 　〃　　〃　 ）

　　　　　○　○　○　Ｚ　－－－－－　Ｚ軸用（  〃  ： 　〃　　〃　 ）

　　　　　○　○　○　Ｕ　－－－－－　Ｕ軸用（  〃  ： 　〃　　〃　 ）

　　　　　１　２　３



14

1-5. Ｉ／Ｏベースアドレスの設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 ＰＭＣ－３５４ＡＴ

1-5. Ｉ／Ｏベースアドレスの設定

　本機の機能制御・操作は全て（ＩＳＡバス上の）ハードウエアＩ／Ｏ空間に割り付けられます。

　オリジナルのＩＢＭ ＰＣ/ＡＴ互換機ではパソコン本体内デバイスおよび重要な周辺機器・拡張

ボードの使用するＩ／Ｏアドレスが０００ｈ～３ＦＦｈにマッピングされています。

　 Ｉ／Ｏアドレスは１６ビット（Ａ 15～Ａ 0）ですが､全んどのＩＢＭ ＰＣ/ＡＴ互換パソコンで

はＡ 9～Ａ 0のみをデコード（Ａ 15～Ａ 10を無視）しているため、上位のアドレス空間にイメージ

（１ＫＢごと）が生じることに御留意ください。

　本機では通常、ボード上のディップスイッチ【ＤＩＰＳＷ２】によりアドレスＡ 9～Ａ 5を選択

・デコードして使用します。　またＡ 4～Ａ 0はボード内の各制御レジスタ（複数ポート）に固定

割り付けしてあります。　パソコン本体内デバイスや、システム中で同時に存在する他のボード・

周辺機器の占有するＩ／Ｏアドレスと重複しない範囲に設定してください。

　　　　　　　図１－５Ａ．通常のアドレス設定例【ＤＩＰＳＷ２のみ有効】

　　　　　　　　　　ＤＩＰＳＷ２　　　　　　 OFF：上位Ａ 15～Ａ 10（DIPSW1）を無視。

　　対応

　　ｱﾄﾞﾚｽ線　Ａ９　Ａ８　Ａ７　Ａ６　Ａ５　　　　　 Ａ４　Ａ３　Ａ２　Ａ１　Ａ０

　　　　　　　１　　２　　３　　４　　５　　６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ボード内で固定デコード

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （Ｘ：１ or０）

　　　　　　ＯＦＦ

　　　　　　　０　　１　　０　　０　　０　　　　　　 Ｘ　　Ｘ　　Ｘ　　Ｘ　　Ｘ

　（hex）３桁目＝１　　　　　（hex）２桁目＝２～３　　　（hex）最下位桁＝０～Ｆ

　　　　　　◆　図１－５Ａでは本ボードのＩ／Ｏベースアドレスが１２０ｈとなり、

　　　　　　　１２０ｈ～１３Ｆｈのアドレス空間を占有することになる。

　　　　　　◆　ディップスイッチ各ＢＩＴの設定は　ＯＦＦ＝１， ＯＮ＝０ です。

　表１－５ＡにＩＢＭ ＰＣ/ＡＴ互換機で使用されるパソコン本体内デバイス、および重要な周辺

機器・拡張ボードのＩ／Ｏアドレス占有状況（典型的な例）を示します。　確実な情報は各機器の

ハードウエア・マニュアル等から得てください。

　なお、各デバイスや周辺機器の全んどがＡ 9～Ａ 0のみをデコード（Ａ 15～Ａ 10を無視）してい

るため、上位のアドレス空間にイメージ（１ＫＢごと）が生じます。　以下に述べる、本ボードの

Ｉ／Ｏアドレスを１６ＢＩＴフルデコードした場合も、これらのイメージを避けた値に設定してく

ださい。



15
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　　　　　　　　　表１－５Ａ．ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機システムの（代表的な）Ｉ／Ｏアドレスマップ

Ｉ／Ｏｱﾄﾞﾚｽ（hex） 　　本体内デバイス、主要周辺機器 　本機で運用の可否 　　　他社の使用例、等

　０００～０１Ｆ 　ＤＭＡコントローラ１ 　　  ×　不可

　０２０～０３Ｆ 　割り込みコントローラ１ 　　　×　不可

　０４０～０５Ｆ 　タイマ 　　　×　不可

　０６０～０６Ｆ 　キーボード・コントローラ 　　　×　不可

　０７０～０７Ｆ 　リアルタイム・クロック、ＮＭＩ 　　　×　不可 　某社の本体システムで使用

　０８０～０９Ｆ 　ＤＭＡページレジスタ 　　　×　不可

　０Ａ０～０ＢＦ 　ＮＭＩマスクレジスタ 　　　×　不可

　０Ｃ０～０ＤＦ 　　　×　不可 　ＤＭＡコントローラ２

　０Ｅ０～０ＦＦ 　　　×　不可 　ＮＤＰ

　１００～１６Ｆ 　　　◎【推奨】 　ＨＤＤコントローラ

  １７０～１７７   ＩＤＥコントローラ２       ×　不可

　１８０～１ＥＦ       ◎【推奨】

  １Ｆ０～１Ｆ７   ＩＤＥコントローラ１       ×　不可

　２００～２０Ｆ 　ゲームＩ／Ｏ 　　　×　不可

　２１０～２１７ 　拡張ユニット 　　　×　不可

　２２０～２６Ｆ 　　　○【可能】

　２７８～２７Ｆ 　プリンタ２ 　　　×　不可

　２８０～２ＡＦ 　　　○【可能】

　２Ｂ０～２ＤＦ 　ＥＧＡ 　　　×　不可

　　　　　２Ｅ１ 　ＧＰＩＢ 　　　×　不可

　２Ｅ２～２Ｅ３ 　データアクイジョン 　　　×　不可

　２Ｆ８～２ＦＦ 　シリアルポート２ 　　　×　不可

　３００～３１Ｆ 　プロトタイプ・ボード 　　　○【可能】 　他社の標準設定と競合し易い

　３２０～３２Ｆ 　ＨＤＤコントローラ 　　　×　不可

　３６０～３６Ｆ 　ＰＣネットワーク 　　　×　不可

　３７８～３７Ｆ 　プリンタ１ 　　　×　不可

　３８０～３８Ｆ 　ＳＤＬＣ，バイシンク２ 　　　×　不可

　３９０～３９３ 　クラスタ 　　　×　不可

　３Ａ０～３ＡＦ 　バイシンク１ 　　　×　不可

　３Ｂ０～３ＢＦ 　モノクロディスプレイ、プリンタ 　　　×　不可

　３Ｃ０～３ＣＦ 　ＥＧＡディスプレイ・コントローラ 　　　×　不可

　３Ｄ０～３ＤＦ 　ＣＧＡディスプレイ・コントローラ 　　　×　不可

　３Ｆ０～３Ｆ７ 　ＦＤＤコントローラ 　　　×　不可

　３Ｆ８～３ＦＦ 　シリアルポート１ 　　　×　不可

　                    ◆１６ＢＩＴフルデコード：【ＤＩＰＳＷ２】のスイッチ６番をＯＮに設定すると、本ボードは

　　　　　　　　　　　　　　               　   【ＤＩＰＳＷ１】によるＩ／Ｏアドレス線Ａ 15～Ａ 10 のデコード

　　　　　　　　　　　　　　                    も有効とするフルデコード・モードになります。

　　          図１－５Ｂ．１６ＢＩＴフルデコード設定例：ベースアドレス＝Ｂ１２０ｈ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  ON：上位Ａ 15～Ａ 10（DIPSW1）が有効。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　      　ＤＩＰＳＷ１　　　　　　　　　　　　          　ＤＩＰＳＷ２

対応

ｱﾄﾞﾚｽ線　A15　 A14   A13　 A12   A11　 A10　      A9　  A8　  A7　  A6　  A5

　　　　　１　　２　　３　　４　　５　　６　　　　１　　２　　３　　４　　５　　６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　ＯＦＦ　　　　　　　　　　　　　　　　　ＯＦＦ

　　　　　  １　　  ０　　 １　　  １ 　　０　 　０　　　　   ０　 　１　　  ０　　 ０　 　０              Ｘ

　　　　    　（hex）最上位桁＝Ｂ　　　      　（hex）３桁目＝１　　　　        　（hex）２桁目＝２～３
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1-6. 入出力コネクタ・ピン接続

　本機の入出力には住友スリーエム社製６８ピン（ハーフピッチ）ＭＤＲコネクタが使用されてい

ます。　なお、当コネクタにはハンダ付け仕様の適合プラグが無いため、本製品には含まれており

ません。　外部機器との接続には、次１－７項で紹介するオプションのケーブルセットを購入・御

利用いただくか、またはユーザ側で制作・御用意ください。

　                  ◆ボード側コネクタ：１０２６８－５２Ａ２ＪＬ　　◆適合プラグ：１０１６８－６０００ＥＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  ◆シェル：１０３６８－Ａ２００－００

　　　　　　　　図１－６．入出力コネクタ・ピン配置、および信号接続

　入力／出力　　　信号名　　　　ピン番号　　　　　ピン番号　　　信号名　　　 入力／出力

　入力　　　　　ＥＸＴＰＯＷ　　　　１　  □　□　　３５　　ＥＸＴＰＯＷ　　　入力

　入力　　　　　Ｘ　＋ＥＬＳ　　　　２　　□　□　　３６　　Ｚ　＋ＥＬＳ　　　入力

　入力　　　　　Ｘ　－ＥＬＳ　　　　３　　□　□　　３７　　Ｚ　－ＥＬＳ　　　入力

　入力　　　　　Ｘ　ＤＬＳ　　　　　４　　□　□　　３８　　Ｚ　ＤＬＳ　　　　入力

　入力　　　　　Ｘ　ＯＬＳ　　　　　５　　□　□　　３９　　Ｚ　ＯＬＳ　　　　入力

　入力　　　　　Ｙ　＋ＥＬＳ　　　　６　　□　□　　４０　　Ｕ　＋ＥＬＳ　　　入力

　入力　　　　　Ｙ　－ＥＬＳ　　　　７　　□　□　　４１　　Ｕ　－ＥＬＳ　　　入力

　入力　　　　　Ｙ　ＤＬＳ　　　　　８　　□　□　　４２　　Ｕ　ＤＬＳ　　　　入力

　入力　　　　　Ｙ　ＯＬＳ　　　　　９　　□　□　　４３　　Ｕ　ＯＬＳ　　　　入力

　入力　　　　　ＥＸＴＰＯＷ　　　１０　　□　□　　４４　　ＥＸＴＰＯＷ　　　入力

　入力　　　　　Ｘ　ＳＶＡＬＭ　　１１　　□　□　　４５　　Ｚ　ＳＶＡＬＭ　　入力

　入力　　　　　Ｘ　ＩＮＰＯＳ　　１２　　□　□　　４６　　Ｚ　ＩＮＰＯＳ　　入力

　　　　出力　　Ｘ　ＳＶＯＮ　　　１３　　□　□　　４７　　Ｚ　ＳＶＯＮ　　　　　　出力

　　　　出力　　Ｘ　ＳＶＲＳＴ　　１４　　□　□　　４８　　Ｚ　ＳＶＲＳＴ　　　　　出力

　入力　　　　　Ｙ　ＳＶＡＬＭ　　１５　　□　□　　４９　　Ｕ　ＳＶＡＬＭ　　入力

　入力　　　　　Ｙ　ＩＮＰＯＳ　　１６　　□　□　　５０　　Ｕ　ＩＮＰＯＳ　　入力

　　　　出力　　Ｙ　ＳＶＯＮ　　　１７　　□　□　　５１　　Ｕ　ＳＶＯＮ　　　　　　出力

　　　　出力　　Ｙ　ＳＶＲＳＴ　　１８　　□　□　　５２　　Ｕ　ＳＶＲＳＴ　　　　　出力

　　　　　　　　ＣＯＭＭＯＮ　　　１９　　□　□　　５３　　ＣＯＭＭＯＮ

　　　　　　　　　　　　　　　　　２０　　□　□　　５４

　入力　　　　　Ｘ　ＯＲＧ－Ｐ　　２１　　□　□　　５５　　Ｚ　ＯＲＧ－Ｐ　　入力

　入力　　　　　Ｘ　ＯＲＧ－Ｎ　　２２　　□　□　　５６　　Ｚ　ＯＲＧ－Ｎ　　入力

　　　　　　　　ＧＮＤ　　　　　　２３　　□　□　　５７　　ＧＮＤ

　　　　　　　　ＧＮＤ　　　　　　２４　　□　□　　５８　　ＧＮＤ

　　　　出力　　Ｘ　ＣＷ　　　　　２５　　□　□　　５９　　Ｚ　ＣＷ　　　　　　　　出力

　　　　出力　　Ｘ　ＣＣＷ　　　　２６　　□　□　　６０　　Ｚ　ＣＣＷ　　　　　　　出力

　　　　出力　　＋５ｖ　　　　　　２７　　□　□　　６１　　＋５ｖ　　　　　　　　　出力

　入力　　　　　Ｙ　ＯＲＧ－Ｐ　　２８　　□　□　　６２　　Ｕ　ＯＲＧ－Ｐ　　入力

　入力　　　　　Ｙ　ＯＲＧ－Ｎ　　２９　　□　□　　６３　　Ｕ　ＯＲＧ－Ｎ　　入力

　　　　　　　　ＧＮＤ　　　　　　３０　　□　□　　６４　　ＧＮＤ

　　　　　　　　ＧＮＤ　　　　　　３１　　□　□　　６５　　ＧＮＤ

　　　　出力　　Ｙ　ＣＷ　　　　　３２　　□　□　　６６　　Ｕ　ＣＷ　　　　　　　　出力

　　　　出力　　Ｙ　ＣＣＷ　　　　３３　　□　□　　６７　　Ｕ　ＣＣＷ　　　　　　　出力

　　　　出力　　＋５ｖ　　　　　　３４　　□　□　　６８　　＋５ｖ　　　　　　　　　出力



17

ＰＭＣ－３５４ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1-6. 入出力コネクタ・ピン接続

　各信号の説明・定義は【１－３項．ボード構造・制御信号の概要】を参照、また未説明の項目に

ついては以下のとおりです。　具体的な接続については【１－８項．システム構築・接続】を参照

してください。　各信号入出力回路の詳細は【５－１項．各制御信号の入出力回路】に記します。

　◇ＥＸＴＰＯＷ：　各制御スイッチ（±ＥＬＳ，ＤＬＳ，ＯＬＳ）および汎用入力ビットのフォ

　　　　　　　　　トカプラ絶縁入力回路を駆動するための外部制御電源（２４ｖ）の＋側入力。

　　　　　　　　　　抵抗器を追加実装すれば１２ｖ電源も使用できる。【５－１項．参照】

　◇ＣＯＭＭＯＮ：　同上、外部制御電源（２４ｖ）の－側入力。／リターン

　◇　　　＋５ｖ：　カードエッジ（ＩＳＡバス）側から供給されるロジック電源（＋５ｖ）を

　　　　　　　　　そのまま接続してある。　外部パルスモータ・トライブユニットのフォトカ

　　　　　　　　　プラ絶縁入力回路を駆動する電源として利用できる。

　◇　　　ＧＮＤ：　上記、ロジック電源（＋５ｖ）のリターン。／ロジックグランド

　　　　　　　　　　　　表１－６．入出力コネクタ上の各信号一覧

　　　　　　概要説明 　　信号名 　　ピン番号 　　 信号名 　　　　　　概要説明

 外部制御電源（２４ｖ）の＋側入力  ＥＸＴＰＯＷ 　 １  ３５  ＥＸＴＰＯＷ  外部制御電源（２４ｖ）の＋側入力

 Ｘ軸　＋（　ＣＷ）側リミット入力  Ｘ　＋ＥＬＳ 　 ２  ３６  Ｚ　＋ＥＬＳ  Ｚ軸　＋（　ＣＷ）側リミット入力

 Ｘ軸　－（ＣＣＷ）側リミット入力  Ｘ　－ＥＬＳ 　 ３  ３７  Ｚ　－ＥＬＳ  Ｚ軸　－（ＣＣＷ）側リミット入力

 Ｘ軸　　　　 減速点スイッチ入力  Ｘ　ＤＬＳ 　 ４  ３８  Ｚ　ＤＬＳ  Ｘ軸　　　 　減速点スイッチ入力

 Ｘ軸　　　　   原点スイッチ入力  Ｘ　ＯＬＳ 　 ５  ３９  Ｚ　ＯＬＳ  Ｘ軸　　　　   原点スイッチ入力

 Ｙ軸　＋（　ＣＷ）側リミット入力  Ｙ　＋ＥＬＳ 　 ６  ４０  Ｕ　＋ＥＬＳ  Ｕ軸　＋（　ＣＷ）側リミット入力

 Ｙ軸　－（ＣＣＷ）側リミット入力  Ｙ　－ＥＬＳ 　 ７  ４１  Ｕ　－ＥＬＳ  Ｕ軸　－（ＣＣＷ）側リミット入力

 Ｙ軸　　　　 減速点スイッチ入力  Ｙ　ＤＬＳ 　 ８  ４２  Ｕ　ＤＬＳ  Ｕ軸　　　　 減速点スイッチ入力

 Ｙ軸　　　　　 原点スイッチ入力  Ｙ　ＯＬＳ 　 ９  ４３  Ｕ　ＯＬＳ  Ｕ軸　　　　　 原点スイッチ入力

 外部制御電源（２４ｖ）の＋側入力  ＥＸＴＰＯＷ  １０  ４４  ＥＸＴＰＯＷ  外部制御電源（２４ｖ）の＋側入力

 Ｘ軸　汎用入力ビット（アラーム） Ｘ  ＳＶＡＬＭ  １１  ４５  Ｚ ＳＶＡＬＭ  Ｚ軸　汎用入力ビット（アラーム）

 Ｘ軸　汎用入力ビット  Ｘ  ＩＮＰＯＳ  １２  ４６  Ｚ ＩＮＰＯＳ  Ｚ軸　汎用入力ビット

 Ｘ軸　汎用出力ビット  Ｘ  ＳＶＯＮ  １３  ４７  Ｚ  ＳＶＯＮ  Ｚ軸　汎用出力ビット

 Ｘ軸　汎用出力ビット  Ｘ  ＳＶＲＳＴ  １４  ４８  Ｚ ＳＶＲＳＴ  Ｚ軸　汎用出力ビット

 Ｙ軸　汎用入力ビット（アラーム） Ｙ  ＳＶＡＬＭ  １５  ４９  Ｕ ＳＶＡＬＭ  Ｕ軸　汎用入力ビット（アラーム）

 Ｙ軸　汎用入力ビット  Ｙ  ＩＮＰＯＳ  １６  ５０  Ｕ ＩＮＰＯＳ  Ｕ軸　汎用入力ビット

 Ｙ軸　汎用出力ビット  Ｙ  ＳＶＯＮ  １７  ５１  Ｕ ＳＶＯＮ  Ｕ軸　汎用出力ビット

 Ｙ軸　汎用出力ビット  Ｙ  ＳＶＲＳＴ  １８  ５２  Ｕ ＳＶＲＳＴ  Ｕ軸　汎用出力ビット

 外部制御電源（２４ｖ）の－側入力  ＣＯＭＭＯＮ  １９  ５３  ＣＯＭＭＯＮ  外部制御電源（２４ｖ）の－側入力

 ２０  ５４

 Ｘ軸　エンコーダＺ相入力（正側） Ｘ　ＯＲＧ　Ｐ  ２１  ５５  Ｚ ＯＲＧ　Ｐ  Ｚ軸　エンコーダＺ相入力（正側）

 Ｘ軸　エンコーダＺ相入力（負側） Ｘ　ＯＲＧ　Ｎ  ２２  ５６  Ｚ ＯＲＧ　Ｎ  Ｚ軸　エンコーダＺ相入力（負側）

 ロジック電源のリターン（０ｖ）  ＧＮＤ  ２３  ５７  ＧＮＤ  ロジック電源のリターン（０ｖ）

 ロジック電源のリターン（０ｖ）  ＧＮＤ  ２４  ５８  ＧＮＤ  ロジック電源のリターン（０ｖ）

 Ｘ軸　　ＣＷ（＋）方向パルス出力  Ｘ　　ＣＷ  ２５  ５９  Ｚ　　ＣＷ  Ｚ軸　　ＣＷ（＋）方向パルス出力

 Ｘ軸　ＣＣＷ（＋）方向パルス出力  Ｘ　ＣＣＷ  ２６  ６０  Ｚ　ＣＣＷ  Ｚ軸　　ＣＷ（＋）方向パルス出力

 ロジック電源＋５ｖ出力  ＋５ｖ  ２７  ６１  ＋５ｖ  ロジック電源＋５ｖ出力

 Ｙ軸　エンコーダＺ相入力（正側） Ｙ　ＯＲＧ　Ｐ  ２８  ６２  Ｕ ＯＲＧ　Ｐ  Ｕ軸　エンコーダＺ相入力（正側）

 Ｙ軸　エンコーダＺ相入力（負側） Ｙ　ＯＲＧ　Ｎ  ２９  ６３  Ｕ ＯＲＧ　Ｎ  Ｕ軸　エンコーダＺ相入力（負側）

 ロジック電源のリターン（０ｖ）  ＧＮＤ  ３０  ６４  ＧＮＤ  ロジック電源のリターン（０ｖ）

 ロジック電源のリターン（０ｖ）  ＧＮＤ  ３１  ６５  ＧＮＤ  ロジック電源のリターン（０ｖ）

 Ｙ軸　　ＣＷ（＋）方向パルス出力  Ｙ　　ＣＷ  ３２  ６６  Ｕ　　ＣＷ  Ｕ軸　　ＣＷ（＋）方向パルス出力

 Ｙ軸　ＣＣＷ（＋）方向パルス出力  Ｙ　ＣＣＷ  ３３  ６７  Ｕ　ＣＣＷ  Ｕ軸　　ＣＷ（＋）方向パルス出力

 ロジック電源＋５ｖ出力  ＋５ｖ  ３４  ６８  ＋５ｖ  ロジック電源＋５ｖ出力
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1-7. 入出力接続オプション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ＰＭＣ－３５４ＡＴ

1-7. 入出力接続オプション

　本製品には外部機器との入出力手段（プラグ、ケーブル等）が添付されていません。　本ボード

に使用されているコネクタに適合するハンダ付け用のプラグはありません。　本項で紹介するオプ

ションのケーブルキットを御利用いただくか、またはユーザ側で制作・御用意ください。

　◆ＣＡ６８－３７Ｋ：　　先端に３７ピンＤ－ＳＵＢコネクタを２個接続した２ｍ長のケーブル

　　　　　　¥18,000　　 とハンダ付け用適合プラグ２個のセットです。　各プラグは２チャンネ

                        ル分（Ｘ＆Ｙ軸、またはＺ＆Ｕ軸）入出力となります。

　　　　　　　　　　　　図１－７Ａ．ＣＡ６８－３７Ｋの構成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コネクタ１　　プラグ１

　　対ボード接続

　　　　　　　　　　　　　　　　　２ｍ長／シールドケーブル

　　　　　　　　　　　プラグ：（１０１６８－６０００ＥＬ）

　　　　　　　　　　　シェル：（１０３６８－Ａ２００－００）

　　　　　　　　　　　　　　　（住友スリーエム社製）またはＤＤＫ製。

　　　　　コネクタ１，２：１７ＪＥ－２３３７０－０２（Ｄ８Ａ）／ＤＤＫ製

　　　　　　プラグ１，２：１７ＪＥ－１３３７０－０２（Ｄ８Ａ）／Ｄｋｋ製　　　　　コネクタ２　　プラグ２

　　　　　　　　スタッド：１７Ｌ－００２Ａ／ＤＤＫ製

　◆ＣＡ６８－ＷＳＴ：　　先端に３７ピンＤ－ＳＵＢコネクタを２個接続した２ｍ長のケーブル

　　　　　　　　　　　　と小基板上に実装された３７ピン端子台のセットです。

　　　　　　　　　　　　　ケーブルは前述のＣＡ６８－３７Ｋ用と同一、小基板上のコネクタに

　　　　　　　　　　　　ケーブル先端のプラグが１対１で対応します。　端子台ユニットは高価

　　　　　　　　　　　　なので、１個だけ添付（２チャンネル以内で使用する用途向き）される

　　　　　　　　　　　　ものと２個添付されるセットを用意しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇ＣＡ６８－ＷＳＴ－１（端子台１個付）¥26,000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇ＣＡ６８－ＷＳＴ－２（端子台２個付）¥36,000

　　　　　　　　　　　　図１－７Ｂ．ＣＡ６８－ＷＳＴの構成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コネクタ１　　　　端子台１

　　対ボード接続

　　　　　　　　　　　　　　　　　２ｍ長／シールドケーブル

　　　　　　　　　　　プラグ：（１０１６８－６０００ＥＬ）

　　　　　　　　　　　シェル：（１０３６８－Ａ２００－００）

　　　　　　　　　　　　　　　（住友スリーエム社製）またはＤＤＫ製。

　　　　　　　コネクタ１，２：１７ＪＥ－２３３７０－０２（Ｄ８Ａ）／ＤＤＫ製

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コネクタ２　　　　端子台２


